実践報告

1． 対象学年
普通科１年生

2． 実習にあたって
○　生徒の実態
１学期のこれまでの実習を通して徐々に情報リテラシーとコンピュータスキル　　を身に付けてきている。携帯電話のカメラ機能については多くの生徒が利用した経験があるが，通常のディジタルカメラを実際に触るのは始めての生徒がほとんどである。
· 実習環境，使用ソフト等
デスクトップPC（Windows XP Pro・Office XP・LAN＋ケーブルTVのインター　　ネット回線：12Mbps）40台。ディジタルカメラ（300万画素）×10台。名刺作成ソフトウェア・ワザビー（ヒサゴ社の名刺印刷用紙100枚パックに付属）。名刺用紙（ビジネス名刺10面BX05）。ディジタルカメラの画像はケーブルを使用してコンピュータに取り込んだ。
3． 実践内容
ディジタルカメラで取った写真を使って，顔写真入りの名刺を，専用ソフトウェアを用いて作成する。印刷はカラーレーザプリンタで行う。また，名刺と同時に数枚の名札（ソフトケースに入れてコンピュータ教室内では着用を義務付けている）を作成させた。
第1時　名刺および名札に使用するための写真を，ディジタルカメラを使って撮影させた。その際カメラの台数から，４人で１班とした。また，写真をコンピュータで利用できるようにする方法として，イメージスキャナを使う方法があることとその特性を紹介した。
第２時　前時に撮影した写真を専用ソフトウェアとケーブルを用いてコンピュータに取り込む方法を説明し，各自で行わせた。次に名刺作成ソフトウェアの使用方法を説明し，名刺および名札を作成させた。その際，どのような情報を載せるべきか各自で判断するように指示した。完成した生徒からカラープリンタを使って普通紙に印刷させ確認させた。時間の最後に何人かの作品をプロジェクタで表示し，特に個人情報の保護などの観点から問題点を指摘し確認させ各自の作品の修正すべき点を考えさせた。
第３時　取り込んだ写真を，ペイント系ソフトウェアを用いてサイズや必要部分のみを残すなど加工して名刺に使う手順を説明した。そして前時の最後に指摘した問題点を中心に修正すべき点について修正し，完成した生徒から名刺用紙へ印刷させた。作品として，１枚を提出させた。

4． 実践結果と考察
写真を取り込むために専用のソフトウェアを使用しなければならないなど，携帯電話のカメラ機能と比較して手間がかかることに驚いていた生徒が多く見受けられた。名刺作成そのものについては楽しめる要素も多く工夫の余地が大きいこともあって，かなり積極的に取り組んでおり，用紙１枚に対して10片の名刺を作成できるところに10片全部異なるデザインを行っている生徒もいた。
　一方で敢えて細かな指示はしなかったこともあり，個人の住所や電話番号をはじめ，個人情報を詳細に載せた名刺が目立っていた。全員で見ながら例えば生年月日などは未だに暗証番号として利用する人も多いことなど問題点を指摘したところ，ほとんどの生徒が次の時間に修正を加えていたが，不十分な生徒も多く見受けられた。

5． 今後の課題
生徒の姿勢から興味を持って取り組んでいたことがわかるが，せっかく積極的に取り組んでもらえる素材なので単なるお絵かきをはじめとする遊びで終わらないようにマルチメディアの要素や個人情報の要素などを強調し様々な技能・知識を定着させられるように更なる工夫をして行きたい。また，芸術的な面からの評価もできるように例えば美術教員の応援を要請したり，生徒による投票をしてみたりするなど評価面での工夫も必要であろう。

